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平成24年度需給計画の上半期 (4月～9月) の実施状況 (報告)

平成24年度の需給計画の実施状況について、安全な血液製剤の安定

供給の確保等に関する法律第26条第3項の規定を踏まえ、 以下のとお

り報告する。

1 平成24年度に国内において製造又は輸入された血液製剤の種類及

び目標量と製造 輸入量の実績(4月～9月) (別表の①欄のとおの

0製造輸入量は概ね順調に推移している。

2 平成24年度に国内献血由来原料血奬から製造された血液製剤の種

類及び目標量と製造量の実績(4月～9月) (別表の②欄のとおり)

0製造量は概ね順調に推移している。

3 平成24年度に必要と見込んだ血液製剤の種類及び見込量と供給量

の実績 (4月～9月) (別表の③欄のとおり)

0供給量は概ね順調に推移している。

4 平成24年度の原料血柴確保目標量と実績 (4月～9月

0原料血奬の確保は、 これまでのところほぼ順調に推移している

確保目標量

確保量

95 0万りツトル

48 3万りツトル (達成率50 8%)

5 原料血衆の配分について

0血液製剤の製造販売業者等ヘの原料血奬配分については、今年度

9月末までの原料血染確保状況からみて、計画どおり実行できると

見込まれる。

 

 

 

 

 

 



平成24年度の血奬分画製剤の需給状況(4月～9月実績と需給計画との比較)

製造

①計

上段:実績(違成率)
下段:需給計画

1.343.000 (42.1%)

③供給量
製剤名 換算規格・単位

上段:実頬(達成率)
下段:需給計画

1.446,500 (45.6%)
25%50mK瓶)アルブミン

3,193,400 3,171,100
3之00 (582%) 3,100 (55.4%)

乾燥人フィブリノゲン 1肩 100.0%
5,6005,500

6.309β00 (49.1%) 5,614,300 (45.8%)
組織接着剤 接着画積(cm2) 47.4%

12.248,50012β48.200
(56.6%) 250,900 (59.8%)257.900 (573%)

子組換え型含む)
血液凝固第Ⅷ因子(遺伝 1000単位(瓶) 19.0%

449,700 419β00
乾燥濃縮人血液凝固第Ⅸ
因子(遺伝子組換え型含 1000単位(瓶)
む)

34.400 (42.0%)25.000 (252%)
56‘フ%

99.300 82.000

13.400 032%) 13,400 06.6%)
インヒビター製剤 延ベ人数(人) 0.0% 0.0%

17,50018,300

62β00 (49‘8%)58,200 (42.8%)ヒト血紫由来乾燥血液凝
固第X皿因子

(瓶)
136.000 126.000

5,900 (27,1隔)5.900 (27.1%) 10,100 (47.4%)
トロンビン(人由来) 10000単位(瓶) 100.侃 100‘偶

21,800 21β00 21,300

(47.フ%) 899,600 (518隔)833,100 (462%) 804.200
人免疫グロブリン 2.5昆瓶(瓶) 95β%95.3%

1.684.9001β01,900 1,737β00
0 (0.0%)フ,600 (51.偶) 8,400 (46.9%)

抗HBS人免疫グロブリン 1000単位(瓶) 2,6飴2‘偶
400 17.90014.900

6200 (53.9闇)8200 (65.1%)乾燥抗D(Rho)人免疫グ
ロブリン

1000倍 0.0%0.0%
11,50012,600

30β00 (39.0%) 32.600 (48.4%)抗破傷風人免疫グロブリ
ン

250単位(瓶) 0.000%
67β0079,000 0

(428%) 194.900 (44.5%)189.400 (42.8%) 189,400乾燥濃縮人アンチトロンビ 500単位(瓶) 100.0%100.0%
ン皿 442,800 438.000442.800

300 (100.偶) 200 (66.フ%)300 (100.0%)乾燥濃縮人活性化プロテ 2500単位(瓶) 1000% 1000%インC 300 300 300
13.200 (33.5%)13.200 (33.5%) 20.600 (51.5%)

人ハプトグロビン 2000単位(瓶) 100.偶100.側
39,40039.400 40,000

900 (310%)2,000 (62.5%) 0乾燥濃縮人CIーインアク
チベ ー

500倍(瓶) 0.0%
3,200 0 2,900

注1‘数値は、製品の規格別に報告された数 を集計し、代表的な規格・単位に換 したうぇ、四捨玉入により100の整数倍で表示した。

注2.液状タイプの組織接着剤については、接着・閉鎖部位の面積当たりの使用量を勘案して換 し、インヒビター製剤につぃては、
休 50臨の人ヘの投与量を標準として人数で算出した。

37.5%

輸入 量

②うち国産原料
上段:実績(達成率)
下段:需給計画

818,400 (42.5%)

1,924,BO0
3,200 (582%)

5,500

2.963,600 (48.フ%)

6,090,000
43,200

76,300

12,200 (262%)

46,600

0

44.フ%

別表

自給率(供給ベース)

23年度 24年度23年度 上

58.5舗 60、4鷲

18.2%

100.0%

0
0
0

0

0
0
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